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第４章 施策の展開 

  

2. 施策の方向性 

基本目標 1 気候変動防止に貢献し、備えるまち 

 

施策の方向性 1－1 温室効果ガス排出量の削減 

■■ 現状 

 市域における温室効果ガス排出量の暫定値は、2022（令和 4）年度は約 3,925 千 t であり、

2013（平成 25）年度と比較すると約 28.1%減少していますが、2020（令和 2）年度から増加傾

向にあります。産業部門の製造業が占める割合が最も多いことが特徴で、全体の約 9 割を占めてい

ます。また、コロナ禍であった 2020（令和 2）年度は一時的に減少しています。 

 

図 4.1 神栖市域からの温室効果ガス排出量の推計結果（部門別） 

 

 

 本市で導入されている再生可能エネルギーは太陽光発電、風力発電及びバイオマス発電です。

2023（令和 5）年末時点の再エネ導入容量は、市町村別でみると全国で 4 番目に多くなっていま

す。 

 太陽光発電設備の導入容量は 2015（平成 27）年末の 104 千 kW から 2023（令和 5）年末には

207 千 kW と約 2 倍になっています。 

 バイオマス発電設備（バイオマス比率考慮なし）の導入容量は 2023（令和 5）年末時点で 301 千

kW となっており、本市では太陽光発電に次ぐ導入規模です。2023（令和 5）年末時点のバイオマ

ス発電導入容量は、市町村別でみると全国で 14 番目に多くなっています。 

 風力発電設備の導入容量は 2023（令和 5）年末時点で 75 千 kW となっています。2023（令和

5）年末時点の陸上風力発電導入容量は、市町村別では全国 17 番目に多い導入容量となっていま

す。その他、鹿島港の港湾区域では、洋上風力発電が計画されています。 

 

 

関連する主な SDGｓの目標 



 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

  

 



 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

  

 



 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

  

 

 

  



 
 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

  

 



 

  

 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

  



 

 

 

  

 



 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

  



 

  

 

 

 

 

  

 



 

 

  

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  
 
 



 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




